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Ⅰ　はじめに
　「たった一年間の大学院派遣で学べたことで、こんなに可能性が広がるなんて…。」
というのが、今の私の実感である。学校現場に戻り 4 年目。教職大学院での学びがあっ
たからこそできた 3 つの挑戦を、これからの決意を込めて報告する。
Ⅱ　自己紹介に変えて
１ 　教職大学院に入るまで
　自身が高校 1 年生のとき創価大学に初めて理系の学部ができ、工学部生物工学科
（現在の理工学部環境共生科）に進学した。入学時に工学部 1 期生が 4 年生。全学年
が初めて揃った学部には学生も教授陣も「工学部の歴史を築こう」という草創の息吹
に燃えており、学ぶ意欲に満ち溢れた環境で学生生活を送ることができた。温暖化な
どの環境問題に貢献できるような植物の分子生物学の研究者の道を志して修士課程に
進学したが、修士課程 2 年生のときに「地球の未来を担う子どもたちの理科教育に自
分の人生をかけよう」と、思い切って進路変更。教員採用試験を受験し、東京都の公
立中学校の教職に就いた。工学部出身で教員になったのは私が 3 人目だったと聞いて
いる。まだ草創期の工学部卒業生として、先輩に続き後輩の道を拓いていこうと決意
し卒業した。
　私が教員になった2000年。創立者が教育提言「『教育のための社会』目指して」を
発表された。どうしたら「教育のための社会」を実現できる一人になれるか。私に
なりに悩み考え「理科教育の第一人者になります。そのために学校現場で必要とさ
れる教育実践を積み重ね、理科教育で博士号を取得します。」という決意文を提出し
た。未だに果たせていないこの時の決意が、「自分の弱さや未熟さから逃げずに立ち
向かっていこう」と自分を奮い立たせている力の源になっている。
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　無我夢中に仕事をし、部活動指導に燃え、教員になって10年間が過ぎた頃、理科教
育の指導力や学級経営の力をつけるために学び直しが必要だと感じてきた。しかし、
自己のキャリア形成のために力をつけていきたい時期と、家庭・育児など私生活でも
手が抜けない時期とが重なる。おそらく多くの教員が悩むその問題に私も直面してい
た。息子が 2 歳の時、「今の自分には無理なのだろうけれど、先々のために一度は聞
いてみよう」と初めて教職大学院の説明会に参加した。説明会では吉川成司先生が新
聞記事を取り上げ、17歳の少女、マララ・ユズフザイさんの「 1 本の本、1 本のペン、
1 人の先生が世界を変える」という国連でのスピーチを引用されていた。「世界を変
えるのは教育の力。その学びがこの教職大学院にある」という話に感銘を受け、いつ
かそのときが来たら入学したいと願った。子育ての真っ最中の自分には教職大学院へ
の入学は到底考えられないことだと思っていたが、同じ説明会に参加していた大阪の
先生にも未就学のお子さんがいることを知り、その大阪の先生の存在が「今の自分に
は無理だ」という発想を転換する後押しになった。そして一大発起して東京都の教職
大学院派遣選考を受験し、息子が 4 歳のときに入学することができた。久しぶりの母
校での入学式で学生歌を歌った時には、身震いするほどの感動で鳥肌が立ったのを覚
えている。
２ 　教職大学院に入学して
　住まいの北区から一年間だけ子供と八王子に移り住み、息子も八王子市の保育園に
転園した。息子もすぐに新しい環境に慣れ「お母さん、今日もレポート頑張って！」
と寝る前に励まされるのが日課になった。我が子を寝かしつけながら仮眠を取り、夜
中に起きてレポートを書くという生活。課題やレポート作成に四苦八苦しながらも、
実践と理論の往還をしていく学びはとても充実していた。 4 歳の子供を抱えて無謀な
決断だったかもしれないが、あのときの決断が自分の今を変えたものになっている。
沢山の方に励まされ支えられながら、熱意ある先生方、教育へのロマンを語り合った
仲間や後輩たちに恵まれ学べたことは、私の宝の日々でもある。
　在学中は私の専門とする理科教育ばかりでなく、道徳教育、社会科教育、協同学習、
ICT 教育、総合的な学習の時間、教育理論、教育心理、いじめ防止教育、学級集団
づくり、教育課程のあり方等、学校教育の現代的課題に対応した幅広い領域の授業を
履修することができた。このことにより、学びが大きく広がったことを実感している
（図 1 ）。東京都からの大学院派遣者だけではなく、大阪府からも学びを求めて創価大
学教職大学院に集った仲間、東京関西の創価学園の教壇に立つ仲間、休職をして貪欲
に学んでいる仲間、そして教育の専門性を求めて学ぶストレートマスターの仲間との
中で活発な議論が繰り広げられる授業は、それまでの教育実践を振り返り、「教育と
は何か」「学校教育はどうあるべきか」を深く考えさせられるものだった。
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　国内外の教育比較を通して学ぶ教職課題実地研究では、中華人民共和国の教育に触
れることができ、私も北京市の小学校で理科の授業をさせて頂いた。中国の先生たち
の子供たちの教育にかける熱い思いと使命感に触れることができた。同じ単元で理科
の授業をしてくださった北京市蜜雲県果園小学校の李先生と「子どもの幸福のため
に、今いるところでより良い教育を共に目指しましょう」と固く握手をし合ったこ
と。また、一緒に中国の実地研究に参加した仲間とこれからの教員としての未来を誓
い合ったことも忘れられない。実地研究では南開大学、首都師範学校、呼家楼小学校
の先生をはじめ沢山の方が創価大学からの来校を快く出迎えてくださった。創立者が
築いてくださった日中友好の金の架け橋を実感した10日間だった。
　話は少し逸れるが、大学院を修了して 2 年後に在籍校の管理職の理解を得て、創価
大学に教育交流に来た中華人民共和国・首都師範学校の大学院生や南開大学の教授の
御一行30名の皆様を所属校にお招きすることができた。自分の理科の授業や総合的な
学習の時間の授業の参観をはじめ、日本の給食を召し上がって頂いたりもした。また、
地域で連携している幼稚園、小学校にもご案内して日本の公立学校の学校種ごとの子
供の学びの様子を直に見て頂くことができた。各校種の園長先生や校長先生、生徒と
交流し公教育での校種間の連携についても議論した。教職大学院での実地研究でお世
話になった恩返しが少しでも出来ていたとしたら、とても嬉しい。
　2016年 3 月、一年間の中身の濃い学びができた教職大学院を修了した。卒業式では
図 １　教職大学院での学びの広がり（筆者メモ）
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創立者が修了生全員に和歌を贈ってくださった。「信ずる後継の創大生よ 希望と忍耐
の先に幸福があることを忘れまい 青春の誓いを胸に 勝利の花を咲かせゆけ！」とい
うものであった。かつて教職に就いた時に決意した昔の誓いが、一気に引き寄せられ
心のど真ん中にやってきた。「私はまだ青春の誓いを果たせていない。誓いを果たす
ために、いよいよこれから、勝負をかけて挑戦を始めよう」そう決意を新たにした。
Ⅲ　 ３ つの挑戦
　ここからは、教職大学院修了後にこの誓いを果たすために取り組んだ 3 つの挑戦を
述べる。
１ 　所属校での挑戦
　第 1 の挑戦は所属校での挑戦である。教職大学院修了と共に異動した学校は、翌年
に区の二カ年にわたる教育研究の指定校となることが決定しており、三年後に研究発
表をすることが決まっていた。教職大学院修了と共に異動し着任した初日。研究主任
として学校を牽引していくように伝えられ、所属校での挑戦が始まった。「学校教育
の向上のためには、教員同士が立場の違いを超えて『刺激』し『触発』し合う場が必
要であり、ともに切磋琢磨し、連帯感を深めながら『学校の教育力』を高めていく努
力が不可欠でありましょう。学校が子どもにとって常に『学ぶ喜びの場』となり『生
きる喜びの場』となるよう挑戦を続けることが、教育の生命線です。（「教育のための
社会」目指して 21世紀と教育～私の所感～より）との創立者の言葉がある。この言
葉を胸に秘め、教員同士が切磋琢磨し合い連帯感を深められる土壌を作るため、自分
の研究主任としての役割を全うしようと行動を開始した。
　管理職と相談し、自校の教育課題を見据えて研究の柱を二つ打ち出した。まず一つ
の柱は教科の授業の質的改善だった。その鍵となったのが、教職大学院で学んだ「学
級集団アセスメント」の導入である。学級集団アセスメント hyper-QU を全教員で
一から学び、生徒一人一人の課題と学級集団としての課題を分析した。学校教育は「個
の育成」と「学び合い・高め合いが効果的に発揮される集団の育成」の両輪で展開さ
れている。hyper-QU の分析を元にして個と集団の実態に応じた効果的な学習のデザ
インの検討を進めた。「一時間、一時間の日常の授業こそが最も大切な学びの場」と
して、授業改善に取り組んだ。研究授業は日常的な授業公開を含め二年間で70回を超
えた。
　また、「対話の力で学校を変える」と掲げ、授業で取り入れる生徒同士の対話だけ
ではなく、生徒と教員の対話にも力を入れた。授業後の研究協議には授業を受けた生
徒に入ってもらい、授業について生徒と語り合った。教員だけの研究協議が当たり前
の学校文化がある中で、生徒の声を直接聞き取ることは当初多くの反対も受けた。し
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かし、新学習指導要領が掲げる「教師主導の教えから生徒が主体の学びへ」の転換の
ためには、生徒自身の考えや願い、そして生徒の気付きやつまずきを教員側からの一
方的な見取りや想像だけで済まさずに、直接生徒から知る必要があるのではないかと
一人一人の教員を説得した。この教員と生徒間の授業そのものを語りあう対話の効果
はとても大きかった。戸惑っていたのはむしろ教員の方であったが、次第に生徒参加
の研究協議会は和やかな雰囲気の中で進められるようになっていき、「ここがよくわ
からなかった」「この部分をもう一度説明してもらえたから納得がいった」など生徒
からの話がきっかけで授業の話題が弾むようになって行った。教員も研究授業後の生
徒との対話を楽しむように変わっていった。「先生たちがこんなに真剣に授業につい
て考えているのだと初めて知った」「大人も成長しようとしているのだと思った」と
いう生徒の感想も挙げられるようになり、この声こそが授業を変えていく教員のエネ
ルギーになっていった。様々な困難を越え、教員間にも対話と連帯の輪が生まれ、職
員室では授業についての会話が生まれ、授業そのものに活力が生まれていく。授業を
語り合う職員室、対話が生まれる職員室への変容は、直接生徒の学びの変容にもつな
がっていくのを実感した。
　研究のもう一つの柱は総合的な学習の時間を中心としたプレゼンテーション学習の
充実だ。所属校ではコミュニケーションを不得意と自覚している生徒が大多数を占
め、自分の考えを自信持って語り、時には論破していけるような「伝える力」のある
生徒を育成したいと考えていた。これは、教職大学院で履修した社会科教育法の授業
で学んだ巡検や、総合的な学習の時間、ICT 教育の授業で学んだことが生かされた
と思う。プレゼンテーション力向上のためのカリキュラム・マネジメントや指導モデ
ルの作成にも専門家の助言を得ながら取り組んだ。例えば、修学旅行で京都・奈良方
面を訪れた際には、現地での英語でのプレゼンテーションの場を作った。外国からの
観光客の方をその場で呼び込んで、英語で宇治平等院や東大寺を解説したことは、生
徒たちにとっての貴重な学習経験にもなった。
　このような二つの柱を中心とした研究指定校としての取り組みの結果、「授業が分
かりやすい」「授業で学ぶ喜びを感じる」「自分の考えを深め表現できる」とほとんど
の生徒が肯定的な回答をするように、三年間で劇的に変容していった。全国・学力学
習状況調査では直近の 5 年間とは違い、学校平均が18ポイントも上回る結果となっ
た。中学校入学当初の調査結果からは想像を超える伸び率だった。特に国語Ｂ・数学
Ｂなど活用力が問われるところに突出した向上が見られ、地道に課題を分析し指導方
法を検討して取り組んできた教員の喜びは格別だったようである。「本気で授業を変
えようと思えば変わるのだ。」という実感。学力は決してたった一度の学力調査だけ
で計れるものではないことは充分承知しているが、教員が自らの授業を自らの手で変
えていった実感に応えるように、学力調査結果で量的な変容が現れたことは教員集団
の自信と達成感にもつながった。
－48－
誓いを果たすための３つの挑戦
　昨年度11月に行われた研究指定校の最終年度の研究発表会には、区内・都内の教育
関係者300名が参加した。教科別分科会の研究協議にはいつも通り生徒も加わり、授
業中の思考過程を発表し参加教員と議論した。全体会では生徒が体育館の舞台でプレ
ゼンテーションを行った。「ここにいる先生方はなぜ、教員になろうと思ったのです
か？」という生徒の問いかけから始まり、職場体験で感じた働く意義を語り、修学旅
行先での英語のプレゼンテーションを再現した。そして、 3 年間のプレゼンテーショ
ン学習でどのようなことを学んだのかを発表した。生徒の舞台発表終了時には盛大な
拍手が送られ、生徒たちは笑顔満開。その生徒の姿に感動をして涙を流した参加者も
多くいた。生徒の姿を成果報告会の前面に出した研究発表会は珍しい取り組みだった
が、生徒の持つ力の大きさを改めて実感する機会にもなった。研究発表会の全体会に
は、受付を手伝ってくださった多くの保護者の方も加わり、聴衆となって参加してい
た。「先生、我が子をこのような学校に通わせられることができて、親として幸せに
思います。」と伝えてきてくださったことも嬉しい出来事だった。
　「研究によって、学校が大きく変わりましたね。」「全体会の時、今までの取り組み
を思い出して泣きそうになりました。」「先生同士の連帯感も増しましたね。」と同僚
から労いの声をかけられ、職場の同僚性が高まったことが一番嬉しい実感でもあっ
た。また、研究発表会の参加者からは「今までの研究発表には無い斬新な取り組みで、
本当に生徒のためにやっている研究なのだと伝わってきた」「本気で打ち込めば何か
が変わるかもしれないと思った。」等の感想が寄せられた。指導主事から「なぜここ
までできたのですか？」と質問された時には、「創価大学教職大学院で学べたからで
す。」と答えた。私にとっては、教職大学院で学んだからこそできた取り組みだった
と実感している。
　翌年、研究指定校の取り組みの成果が認められ、学級集団アセスメントが文京区内
の全小中学校に導入されることが決まった。本年度から区内の全小中学校で活用され
ている。
  また、学校長や区の教育委員会からの推薦を頂き、平成29年度に東京都優秀教職員
表彰を、平成30年度に文部科学大臣優秀教職員表彰を受けることになった。表彰はも
ちろん嬉しい出来事の一つではあったが、それ以上に所属校での学校教育の向上に寄
与できたこと、授業が目に見えて変わっていき、生徒が学校で学ぶ喜びを感じながら
成長していったことそのものが、私にとっての何よりの喜びだった。教員集団の心が
変われば、学ぶ環境は変わること。教師こそが最大の教育環境であることを痛感した
3 年間だった。
２ 　研究会組織での挑戦
　第 2 の挑戦は、周囲の理科教員を巻き込み理科教育を推進していくために取り組ん
できた東京都中学校理科教育研究会での組織としての取り組みである。私は教職大学
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院在籍中の教職課題研究で「学校と科学系博物館との教育連携」について研究してき
た。その研究で明らかになった課題は、学校が科学系博物館との連携を推進していく
ためには、特定の熱心な限られた教員のみが実践できるものではなく、どのような学
校でも取り組むことができる広く一般化された取り組みにしなければならないという
ことであった。
　この課題を解決するための足場となったのが、東京都中学校理科教育研究会という
東京都の公立中学校を中心とする教員の研究組織である。組織としても学校と博物館
との連携を模索し始めていた時期とタイミング良く重なり、国立科学博物館の校外学
習用のワークシート開発に取り組むための博物館連携プロジェクトを立ち上げて頂く
ことができた。幸運にも自分と同じ思いに立っていた一人の先生に出会い、共にこの
ワークシート開発のプロジェクトの総括を担当している。この 2 年間で東京都の中学
校の理科の先生たちの有志30名を募り、国立科学博物館を訪れる中学生に向けたワー
クシートを開発してきた。博物館連携プロジェクトは現在まで22回の打ち合わせを経
て、現在最終段階に入っている。
　プロジェクトでは東京都の中学校の教員約200名からの質問紙調査を分析して学校
の実態を把握し、実現可能な博学連携を模索した。校外学習を中心に学校ごとに滞在
できる在館時間が違うことが一番の物理的制約になることに注目し、20分～30分で 1
テーマを学習できるワークシートを約30種類作成。それらのワークシートから生徒や
教員が興味・関心をはじめ学習したいテーマを在館時間に応じて選択して組み合わせ
る方法を考案した。新学習指導要領にも対応した思考力の育成と、博物館での展示を
活用して学校での理科の学習につながるワークシートが完成しつつある。現在、東京
都中学校理科教育研究会のホームページに公開されており、先々は国立科学博物館の
公式ホームページでの掲載を通して、全国から国立科学博物館に集まる修学旅行生に
も活用できるものを目指している。
　ワークシート開発だけではなく、アカデミックな場で自分たちの取り組みを発表し
ていくという挑戦もした。今年は日本科学教育学会で 2 本、日本理科教育学会で 4 本
の研究発表に博物館連携プロジェクトに所属している先生に声をかけ、学術学会での
研究発表を行った。研究開発してきたことを外部に伝えていくことを通して、プロ
ジェクトチームとしての取り組みの省察にもつながり、全国から集まった学校と博物
館との教育連携を研究している大学の先生方から数多くの助言を頂くことができた。
個人ではできないプロジェクトチームならではの取り組みを通して、互いに理科教育
を語り合いながら切磋琢磨する場として機能させることができている。
３ 　個人としての挑戦
　最後に報告する第 3 の挑戦は、個人として取り組んだことである。
　教職大学院を修了したとき、様々なことを学べた満足感や充実感と共に、背中合わ
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せにある種の怖さも感じていた。それは実践の裏付けとしてした研究が、時として自
分本位になってしまわないだろうかという恐れに似た感情だったように思う。つま
り、実践を理論で裏付けることで正当化することになってしまい、自分の考えが絶対
だ、という慢心に陥ってしまわないのか。知識や理論や経験が邪魔をして、事実に誠
実に向き合えなくなるのではないか。そんな思いが頭をかすめていた。
　このような懸念を回避していくためには、自己満足にならぬよう外の世界で叩かれ
る環境に身を置かなければならないと感じていた。これは、私が所属させて頂いたゼ
ミの宮崎先生や桐山先生、また大関先生から学んだ「教育研究に対しては真摯に向き
合うべきだ」という研究姿勢でもある。
　外の世界での厳しい環境に身を置くために新たに挑戦したことの一つが、日本学術
振興会の科学研究費の公募に申請をすることだ。科研費の申請には様々なハードルが
あり、学校の教員が応募できる奨励研究はその採択率も低い。申請書類には、自分の
研究の研究計画をはじめ、社会的貢献も含めた妥当性について端的に説得力を持って
表現しなければならない。私自身にとっては申請書類を書いて提出するということそ
れ自体が、自分の研究を冷静に見つめる機会になった。科研費の申請はこの 4 年間で
3 回行ったが、幸運なことにそれぞれの年度で採択された。科研費は年に数本の学術
学会での発表に関わる諸費用だけではなく、論文の投稿、新たな教材開発などにかか
る様々な研究費が補填される。科研費の挑戦は自分の研究を冷静に見つめ、必ず成果
を出して報告書を提出することが義務付けられる上に、その成果が一般公開されると
いう緊張感もある。また、科研費の採択は研究費の補填という側面だけではなく、自
分の研究に一目置いてもらえる後ろ盾になることもわかった。他の研究者との共同研
究が新規に開拓されることもあり、科研費採択は研究費を頂く以上の意味を持つこと
を実感している。教職大学院に入学したときは、教員が挑戦できる科研費の存在すら
知らなかった自分だったが、在学中に教職大学院の先生方から「科研費を申請して研
究を続ける」という方法を教えて頂き、申請書の書き方もご指導頂いた。科研費のお
陰で自分ができる研究の幅が広がり、研究費を利用して教材開発を行ったり、20本の
学術学会での発表を教職大学院修了から 3 年半の間に行ったりすることができた。学
術学会での発表は同じ研究領域の研究者の方からの内容の追及も伴うので、研究を批
判的に見つめる大きな機会になっている。
　昨年には、理科教育で博士号を取得するための具体的な一歩を踏み出した。それは、
大学院博士後期課程への進学である。かねてから自分の研究分野の指導を直接受けら
れる先生を探していたが、なかなか見つからなかった。それが紅一点、教職課程を履
修している大学生に向けたオムニバス形式の講師を引き受けたことがきっかけで、私
が願ってきた通りの指導教官に巡り会うことができた。国立大学の博士後期課程の大
学院入試はとても難しかったが、なんとか合格することができた。進学したお茶の水
女子大学は、所属校から地理的にも近い上に、全国でも科学教育を牽引してきた大学
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でもある。「理学する教員を育てる」という理念の元、CST（コア・サイエンスティー
チャー）プログラムに全国の大学に先駆けて認定を受け取り組んできている。CST
認定大学は各都道府県で一大学しか設置されない制度のため、東京都で唯一の大学と
して、広く学校の科学教育の支援を行なっている。教育学部を持っていない大学では
あるが、日本で初めての東京女子師範学校としての歴史も古く、教育に力を入れてい
る大学でもある。
　私の指導教官がセンター長を務めるサイエンス＆エデュケーションセンターには、
科学系博物館で経験を重ねてきた専門家研究者としてのスタッフが大勢おり、沢山の
刺激を受けている。高等学校の SSH（スーパーサイエンスハイスクール）の学習支
援をはじめ、全国の学校の理科教育研修や出前授業の他、さらに被災地の理科教育支
援も積極的に行っている。被災してから一ヶ月以内の被災地の学校教育支援を進めて
おり、東日本大震災の支援はもちろんのこと、熊本地震、岡山県備前町の水害、北海
道真備町の被災地等、学校の混乱する現場の声に寄り添いながら、 1 日でも早い日常
生活が戻るようにとスタッフが全力で学習支援を進めている。このような理念とその
行動力に強く共感しながら、科学教育の普及に務める大学の研究室に所属できたこと
で、私の理科教育に対する視野も大きく広がっている。自分にとっては最高とも言え
る環境の中で博士後期課程の 2 年目の半ばを迎え、学術論文の投稿や新たな研究開発
に取り組んでいるところである。
　また、理科教育関連の仕事も多く受けるようになった。例えば「創造性の育成塾」
という全国から中学校 2 年生を選抜した理科合宿の授業の講師、読売新聞が主催して
いる「日本学生科学賞」の中央審査の審査員、理科教育に関わるいくつかの書籍の執
筆、さらに中学校の理科の教科書本体の執筆などである。特に教科書本体の執筆は自
分にとっての大きな学びになった。自分が直接執筆を担当した教科書のページが新学
習指導要領の新規項目にあたっており、ゼロから教科書を作り上げることも経験させ
て頂いた。執筆したページが実際に印刷物になったものを手にしたときには、非常に
感慨深いものがあった。
　一つ一つの仕事の話がくる度に、「私なんかにできるのだろうか」と悩んできた。
自分ってはどの仕事もとても重たく、自分の持っている力では到底できないと思うも
のばかりだった。周囲にアドバイスを求めながら、ただひたすら誠実に、まっすぐに、
そして知恵を湧出させて体当たりで挑戦していく。目の前のことに必死に取り組むプ
ロセスを通して、個人としての理科教育への向き合い方も学ばせて頂いていると実感
する。
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Ⅳ　 おわりに
　
　以上、教職大学院を修了してから取り組んだ 3 つの挑戦を報告させて頂いた。あっ
という間に 3 年半の月日が経っている。教職大学院に所属していたときに 4 歳だった
息子は小学校 3 年生なり、今も変わらず私の研究活動の一番の応援団でもある。周囲
に支えて頂きながら、無理を押して様々なことに挑戦させて頂いていることには感謝
に絶えない。
　その息子が20歳になる2030年にはどんな未来が待っているのだろうか。「一本のペ
ン、一冊の本、一人の先生が全てを変える」とマララさんが国連で語った願いがある。
全ての子供たちの笑顔が輝く学び舎にしていくために、私たちにできる実践を積み重
ねていくことが教職大学院修了者に課せられた使命だと感じている。
　かつて「理科教育の第一人者になります。そのために学校現場で必要とされる教育
実践を積み重ね、理科教育で博士号を取得します。」との誓いは、まだ果たせていない。
この誓いを必ず果たし、「子供の幸せ」と「教育のための社会」を実現していく創価
教育の体現者になっていきたい。
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